株式会社 エフピコ
	お仕事の概要
	●食品容器のリーディングカンパニー
エフピコは食品売り場に並ぶ生鮮食料品やお惣菜、お弁当などに使われている
「簡易食品容器」の業界No,1メーカーです。明日の食文化を彩る会社です。

	私たちの
過去
→現在
→未来
	過去
	●循環型社会を目指して
エフピコが使用済みトレーのリサイクルをスタートしたのは１９９０年のこと。自社が製造した簡易食品容器を使用後にゴミとして廃棄せず、拡大生産者責任において回収・リサイクルしたエコトレーを市場に投入する水平リサイクルを行うことで、貴重な地上資源を国内循環させることが目的でした。

	
	現在
	●創業者小松安弘が旭日重光章受章
平成２５年秋の叙勲で、会長の小松安弘が栄誉ある「旭日重光章」を受賞しました。これは使用済みトレーのリサイクルが国民的運動にまで発展し、地球資源の国内循環を実現したこと、および戦力としての障がい者雇用を積極的に推進したことが評価されたものです。

	
	未来
	●持続可能な社会に向けた「エフピコ・エコアクション５０」
エフピコグループでは、環境経営計画「エフピコ・エコアクション５０（FPEA-50）」において、２０２０年度に向けた長期的なCO2削減目標を策定しています。製品・生産・物流・販売・オフィスの各部門にワーキンググループを設置し、主体的に様々な目標を立て活動を実施。エフピコグループトータルでCO2削減に向けた取り組みを実施しています。

	こんな人と働きたい！
	●自ら開拓する行動力～率先して未来を開拓する気持ちを大切にします～
エフピコが社員に求めるものは、自身が身を置くジャンルで、自らが先導していく気概のある人。業界トップの地位に登りつめたのも、この食品トレーの業界において、競合他社がこれまでやらなかった、考えもしなかったことを実現したからこそ、今の姿があります。

	自由PR欄
	●様々な顔をもつエフピコの魅力をぜひ体感ください！
エフピコは食品容器のトップシェアのメーカーであり、スーパーマーケットなどの食品流通に携わる店舗に様々な商品をお届けする物流業者でもあり、使用済み食品容器やPETボトルをリサイクルする環境先進企業でもあります。また、たくさんの障がい者に雇用の機会を提供する企業としての顔もあります。

	問い合わせ
	人事部（担当　楠見 真依）　e-mail　Mai.Kusumi@fpco-net.co.jp



